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広報のと№ 111

2014.5.1

「広報のと」5 月号の印刷費は一部当たり 24 円です。

P L U S

宇出津曳山祭（4 月 20 日）

旅
日
記
⑤　

5
月
12
日
、
金
沢
・
小
松
を
経
て
越
前
へ

一
の
宮
（
現
在
の
羽
咋
市
）
を
出
発
、鳥
居
浜
づ
た
い
に
今
浜
・

高
松
、「
う
の
け
」・
津
幡
、
夕
方
に
は
金
沢
浅
野
川
橋
の

宿
に
向
か
い
ま
す
。

　

は
て
も
な
く　

思
ひ
越
路
の
海
原
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
に
こ
そ
た
て
れ　

波
の
ひ
た
ひ
た

　

今
浜
か
ら
高
松
に
至
る
砂
道
、
こ
こ
に
能
登
加
賀
の
境
だ
と
い

う
「
し
る
し
の
松
」
が
あ
り
ま
す
。
一
里
半
ば
か
り
砂
道
を
ゆ
く

と
地
蔵
堂
が
あ
り
、
こ
の
間
を
「
七
く
ぼ
」
と
い
っ
て
、
炎
天
に

は
人
馬
の
足
を
焦
が
し
、
厳
冬
期
は
雪
吹
雪
が
多
い
と
の
こ
と
で

す
。
津
幡
よ
り
金
沢
ま
で
は
四
里
ほ
ど
で
、
松
並
や
田
畑
で
見
渡

し
の
よ
い
道
で
す
。

　

5
月
13
日
、　

浅
野
川
・
犀
川
の
大
橋
を
渡
り
神
明
宮
に
向
か

い
ま
す
。
左
に
白
根
山
を
見
な
が
ら
、
野
々
市
、
松
任
を
過
ぎ
、

栢
野
に
て
昼
食
。

　

き
の
ふ
け
ふ　

過
来
し
か
た
を
な
が
む
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
路
に
ぞ
く
も
る　

雪
の
し
ら
山

　

白
根
山
と
は
白
山
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
手
取
川（
あ
を
の
川
）

は
五
月
雨
の
増
水
期
は
危
な
い
の
で
、「
み
な
と
」
と
い
う
と
こ

ろ
へ
ま
わ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
日
は
雨
で
し
た
が
、
な

ん
と
か
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
翌
14
日
、
小
松
の
宿

を
出
発
し
て
、
大
聖
寺
を
抜
け
「
ほ
そ
ろ
ぎ
」
の
関
所
を
越
え
て

越
前
（
現
在
の
福
井
県
）
へ
と
至
り
ま
す
。
15
日
、
金
津
（
福
井

県
あ
わ
ら
市
）
を
で
て
福
井
の
城
下
に
。
途
中
、
九
頭
竜
川
に
は

橋
が
な
く
舟
で
渡
っ
て
い
ま
す
。
日
野
川
の
「
白
き
ど
の
渡
り
」

で
再
び
舟
を
使
い
、府
中
（
現
在
の
越
前
市
）
に
到
着
し
ま
し
た
。

加
藤
三
千
雄
さ
ん
が
た
ど
る 

先
祖
・
吉
彦
の
鈴
屋
入
門

寛政の旅人：加藤吉彦（かとう・えひこ）。寛政 9（1797）年、36 歳の
　　　　　　時、伊勢の本居宣長の元を訪ね入門。酒垂神社 12 代宮司。
平成の旅人：加藤三千雄（かとう・みちお＝写真）。現酒垂神社宮司。
　　　　　　9 代前の先祖、吉彦の道中を実際にたどり、伊勢松坂で
　　　　　　吉彦と宣長の交流の跡を目の当たりにした。

❶ ❷

❸

①現在の七窪（かほく市）。砂丘地に両側を挟まれているため夏

の暑さ、冬の寒風が厳しかったと思われる。　②犀川大橋からほ

ど近い場所に鎮座する神明宮（金沢市）。　③手取川橋（県道）

の付近に渡しがあったと推定。奥に白山を望む。　④白鬼女橋は

福井県鯖江市～越前市の日野川に架かる橋。橋のたもとに往来の

安全を願う観音像が安置されていて、古くから交通の要衝であっ

たことを知ることができる。（写真は全て加藤さん撮影。）

❹

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌


